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概要 
 

 リスク下の行動選択に対して、本論文では事象のマッチングとゲームの概念に基づき、確率加重の移送を定式化する。
具体的には、クジ比較問題を利得差のバイアス（リグレット）に着目した２人標準形ゲームとして表現し、アレの背理にお
ける共通結果効果や共通比効果を説明することを試みた。 

 
キーワード： アレのパラドックス、プロスペクト理論、確率加重関数、事象間のマッチングとゲーム、リグレット 

そもそもなぜ既知の確率を歪める必要があるのかと言うと、アレのパラドックス(Allais, 
1953) のような期待効用理論では説明できない現実の選択を、（非線形の）確率加重関数
の下での（確率を歪めた）期待利得を用いて説明できるからである。 

理論１．プロスペクト理論（PT）および累積プロスペクト理論（CPT）．価値関数と組み合わせ
た確率加重関数を用いる。典型的には確率加重関数は逆S字形のグラフで、30%程度まで
値の範囲と100%に近い高い値での確率の変化に対する過剰な反応を表す。 

 Tversky & Kahneman (1992)やPrelec (1998)はその関数形とパラメータ値の目安を与えて
おり、共通比効果（CRE）や共通結果効果を説明することができる例が示された(Kahneman 
& Tversky (1979) の例題群）。しかし図１aのようなCREの例を説明する確率加重は逆S字形
だけではない。実際Yaari(1987)は双曲線型の確率加重を用いている。またオリジナルの
共通結果効果（CCE）の例題（図１ｂ参照）に対してはうまく適用できず、極端な逆S字形かも
しくはJ字形になる。3) 

理論２．代替理論．たとえばBirnbaumらのTAX理論は、賞金額に対する認知的資源（注
意）の配分から確率加重の移送を説明する。またCPTでは説明できない一階確率支配へ
の違反（枝分岐効果）を予測できる。しかし不自然に分岐効果が最大になる例が生じる。 

理論３． シミュレーションによる説明．Busemeyerと Johnsonは、マルコフモデル(DFT)を用
いてTAXと類似の予測を導いた。またStewartらのDbS理論はクジと長期記憶を確率的に
マッチングさせる。これらは基本的に逆S字形の確率加重を再現する。 

  

  

確率加重の問題点 

リスク下の選択行動を説明するための従来の研究では、確率事象をくじごと
に評価し、評価値を比較するのが通例となっている。本報告では事象のマッ
チングとゲームの概念に基づく代替的手法を提案する。1)  また提案するモ
デルを用い、マッチングされた確率事象上への関心・注意の配分とリグレット
による利得の歪みとの関係、および確率加重の導出の可能性を考察する。 

 本報告で言うマッチングとは２くじの可能な結果の積事象に確率加重を配
分することである。アレのパラドックスにおける典型的な選好の逆転はこの
歪んだリグレットによって修正された両くじの利得の差の期待値から説明で
きる。 このモデルでは確率加重の移送は、形式上、輸送問題の実行可能解
であるが、同時に２人標準形ゲームにおける混合戦略組の変化として再解
釈することができる。2)  

 

目的 

マッチング＆ゲームモデルでは、非対称なリグレットにより歪めた利得の差の期待値に

よってアレのパラドックスを説明できた。 また利得差のインパクトから確率加重が構成さ

れる可能性を示した。ただし人間の被験者での検証が残された。 

 
3)  確実性効果を言い換えて、参照点の移動によって、AB比較の場合だけ希求水準が100近くに高まるとすると考えるとすると、価値

関数の形状を決めるメタレベルの評価関数が確率に依存していることになる。 

4) CRE例では非対角のマッチングに対する移送を増やすことで確実性効果が消え、よりリスキーなCが選ばれるが、これは一つのパ

ズルを生む。一階確率支配の違反と枝分岐効果の関係、あるいはJaxtaposition効果の類推から、「勝ち目」の数を増やすマッチングは

直観的にはその選択肢の魅力を増すように思われる。しかし本モデルの予測はこの直観に反している。参照点移動を仮定すれば、こ

のパズルは解けるが、 3)で指摘したようにそれによってアドホックな説明になってしまう。 

まとめ 

問１ 
くじの賞金と確率 

$4000 $3000 $0 

くじA 80％ 0％ 20％ 

くじB 0％ 100％ 0％ 

図1b．アレの背理の例題（CCE）．アレのオリジナルの問題だが、逆S字確率加重では典型的な
選択パタンFとGを予測することがむずかしい。 

問２ 
くじの賞金と確率 

$4000 $3000 $0 

くじC 20％ 0％ 80％ 

くじD 0％ 25％ 75％ 

問３ 
くじの賞金と確率 

$5000 $1000 $0 

くじE 10％ 89％ 1％ 

くじF 0％ 100％ 0％ 

問４ 
くじの賞金と確率 

$5000 $1000 $0 

くじG 10％ 0％ 90％ 

くじH 0％ 11％ 89％ 

評価 $3000 $0 行の確率 

$4000 4 4 p (= 0.8w) 
$0 –3α 0 1 –p 

列の確率 q (= w) 1 – q 1 

評価 $3000 $0 行の確率 

$4000 3 –4β p (= 0.8w) 
$0 3 0 1 –p 

列の確率 q (= w) 1 –q 1 

図２． CREのマッチングモデル（α＝β＝１）．期待利得差＝ 

 

 

 

 

 

 

マッチング＆ゲームモデル：共通変数ｗおよびリグレット係数αとβを導入し

て図1のCREの利得を修正したものを図２に示す。マッチングされた事象におけ

る両くじの利得を、ベストの結果でない場合だけリグレット（他方のクジが上回る分

の利得）を元の利得から減じたものとする。これは次のような非対称性を意味する。 

 （ベストの結果⇒純利得による評価） ＆ （非ベストの結果⇒リグレットを考慮した評

価）． 

 また図２の左側、上の表はくじB、下の表はくじAのそれぞれの選択を支持
する２プレイヤーの利得表とすると、互いの当選確率を相手プレイヤーが定
める２人非協力ゲーム(Nash, 1951)として読める。両者の期待利得の差は共
通パラメータｗの二次関数となることに注意する（図2右のグラフ参照）。 

評価の差 3 0 

4 1 8 

0 –6 0 

図1a．アレの背理の例題（CRE）．これらは通常文章形式で被験者に示される。BとC、AとDの
選択の組み合わせがEUTに矛盾するが、実際によく観察されるのは前者である。  w=1 3 0 

4 80 0 

0 20 0 

確率加重関数の再構成：次のような認知
的資源配分機構を想定する。まず純利得差
を大きさの順に並べると、－３，０，１，４であ
る．エッジワースボックス風に、左下原点OGか
ら正の金額（利得）、右上原点OLから負の金額
（損失）の確率ウェイトをそのインパクト（絶対
値）の大きさに応じて順次配分していく。ただし
損失は利得と比べて同じ絶対値で２倍程度のイン
パクトがあるものとする。すると、図４のような
確率加重を得る。 

代替手法の提案と分析 

行動経済学会第６回大会・第１６回実験社会科学カンファレンス 2012年12月8日（土）－9日（日） 青山学院大学 青山キャンパス ポスターセッションPS1 
 

図４．再構成された確率加重 

1)  アレのパラドックスに対するリグレットを用いた説明やゲーム理論に基づく意思決定者の多重自己のモデル化はともに新しい方法で
はない。リグレットによるアレの背理の説明は、1980年代前半にBell やLoomes と Sugden が提案している。また多重自己のアプローチ
として、Strotzの消費者の倹約、KarniとSafraによるランク依存期待効用の解釈、またAinslieによる双曲型時間割引の解釈などがある。 
2) 後で述べるようにマッチングモデルはゲームの混合戦略組として再解釈され、期待利得の差を用いて選好の逆転を説明する。しか
しこれには対立するもう一つ別の意味（2部グラフのマッチング）がある。積事象の空間における確率の移送は、輸送問題の実行可能
解に相当するが、周辺確率の積で表せない基底解は確率の交絡を表現することになる。 

 なおCRE効果が予測できる上記モデルの係数の範囲はα＞１／３、β＞α－１／12である。また非対称性

は緩和可能である。とくに二乗リグレットを用いると非対称性の仮定は不要となる。CCE例の場合も非対称

なリグレットの下で実証的な選好パタンを再現するが、αやβの値によらず、むしろ８９％の共通結果部分

の相対評価が鍵となる（詳しくはハンドアウト参照）。 

w=1/4 3 0 

4 5 15 

0 20 60 

図3．CRE例における評価の差（左）と確率の移送（中と右）。確率の値は%単位。 

 

確率の移送による選好の逆転の説明： 図左に示すように、α＝β＝１のとき、A

ないしCの側から見た差の収支は非対角部分が対角部分の２倍ある。一方、問
３と問４の間で、共通変数ｗが１から１／４に減少するのに伴って、周辺確率
を保ちながら確率を移送すると、対角と非対角の比率が１６：４から１３：７
に変化する（図３右側の表を参照）。よってｗの下降により非対角部分の相対
比率が上昇するとCが選択されるようになる 。 
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命題３．非対称リグレットの下で、マッチングモデルは図１ｂのクジ選択問題に対して実証
的に観察された共通結果効果（ＣＣＥ）をモデル化することができる。またとくにα＝β＝１の

とき、比較問題を一般化して共通結果の確率を変化させるとき、ＣＣＥが初めて生じる共
通結果の確率は64%程度のときである。 

証明．ＣＲＥ場合（図２）と同様に利得を修正するとき、典型的な選好の逆転を予測できる
条件はαとβの値によらないことを示す。またα＝β＝１としてｄ値が０となる値を解く。 

 

  

CCEの場合 

命題１．図２の非対称リグレットの下で、マッチングモデルが図１ａのクジ選択問題に対し
て実証的に観察された共通比効果（ＣＲＥ）をモデル化するための必要条件は、 

   α＞１／３ かつ β＞α －１／１２ 

である。また確実性効果はαが１／３に近いか上回るときに生じる。 

証明．共通比 ｗ  の関数ｆとｇを用いて、Ａ＝ｆ（１）、Ｂ＝ｇ（１）、Ｃ＝ｆ（0.25）、Ｄ＝ｇ（0.25）の
ように各クジを書き直す。期待利得ｖ、利得差ｄとして、ｄ（１）＜０かつｄ（０．２５）＞０を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがってもしαが1/3に十分近ければ確率１の付近でのみＢが選ばれる。 

マッチングモデルの適合範囲 
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Tversky & Kahneman （1992）の確率荷重関数5）を図１aのCRE例題に対して適

用してみよう。この例では利得側のみなので、確率加重は単一パラメータとな
る。 

CPTの確率加重関数の適合範囲 
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多重自己の解釈（ゲーム分析） 

命題２．定数ｂ が０と１の間の値をとるとして、図２上の表の（＄４０００，＄３０００）の評価
を ３－ｂ と修正する。このとき非対称リグレット下でマッチングモデルが図１ａのクジ選択
問題に対して共通比効果（ＣＲＥ）のモデルとなる条件は、 

   α＞（１＋４ｂ）／３ かつ β＞α －１／１２ 

である。とくにα＝β＝１のとき、ｂ＜１／２である。 

証明．定数ｂを導入して修正された期待利得差がｄ（１）＜０かつｄ（０．２５）＞０を満たすと
仮定し、ほとんど同様に解くことができる。 

 

 

非対称性の緩和 
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E1 - E2 ↓２ ↓１

0.4 0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 →P1

1 6 5.3 4.6 3.9 3.2 2.5 1.8 1.1 0.4 -0.3 -1 ←１
0.9 5.4 4.69 3.98 3.27 2.56 1.85 1.14 0.43 -0.28 -0.99 -1.7
0.8 4.8 4.08 3.36 2.64 1.92 1.2 0.48 -0.24 -0.96 -1.68 -2.4
0.7 4.2 3.47 2.74 2.01 1.28 0.55 -0.18 -0.91 -1.64 -2.37 -3.1
0.6 3.6 2.86 2.12 1.38 0.64 -0.1 -0.84 -1.58 -2.32 -3.06 -3.8
0.5 3 2.25 1.5 0.75 0 -0.75 -1.5 -2.25 -3 -3.75 -4.5
0.4 2.4 1.64 0.88 0.12 -0.64 -1.4 -2.16 -2.92 -3.68 -4.44 -5.2
0.3 1.8 1.03 0.26 -0.51 -1.28 -2.05 -2.82 -3.59 -4.36 -5.13 -5.9 ←２
0.2 1.2 0.42 -0.36 -1.14 -1.92 -2.7 -3.48 -4.26 -5.04 -5.82 -6.6 ←２
0.1 0.6 -0.19 -0.98 -1.77 -2.56 -3.35 -4.14 -4.93 -5.72 -6.51 -7.3

0 0 -0.8 -1.6 -2.4 -3.2 -4 -4.8 -5.6 -6.4 -7.2 -8
P2↑ →P1

観察１： α＝β＝１のとき、図2の利得表
を２人非協力ゲームとみなすと、混合戦
略（ｐ，ｑ）の下でマッチング確率が決
まる。両者の期待利得の差は下の表のよ
うになる（Excelのデータテーブルを用
いて作成）。実証的な選好の逆転
（CRE）は、右上のAB比較にあたる点
が正の値、左下のCD比較にあたる点が
負の値となる場合である。 

観察２：また右図のグラフは、両者の利
得差が０になる点の集合に、２つのクジ
比較ABとCDを始点とするナッシュの連
続写像（２ステップ目まで）を重ねた。
AB比較点からの下落の解釈は、ｐ＝0.8

に対してｑ＝１が高すぎると思った列プ
レイヤーによる自分の戦略ｑの調整。 

 なおこのゲームは囚人ジレンマとよく
似ており、２つの不動点（ナッシュ均
衡）のうち原点がアトラクタで、もう一
つの不動点（１，１）は不安定である。 

v(A)-v(B) Power index (value function)
-0.18867 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6

0.001 -1.12 -1.25 -1.39 -1.55 -1.73 -1.93 -2.16 -2.41 -2.69 -3 -3.35 -3.74 -4.17 -4.66 -5.2 -5.8

0.1 -1.11 -1.24 -1.39 -1.55 -1.73 -1.93 -2.15 -2.4 -2.68 -2.99 -3.34 -3.72 -4.16 -4.64 -5.18 -5.78
0.2 -1.03 -1.15 -1.28 -1.43 -1.59 -1.77 -1.97 -2.19 -2.44 -2.72 -3.02 -3.36 -3.74 -4.16 -4.63 -5.15
0.3 -0.87 -0.96 -1.06 -1.18 -1.3 -1.44 -1.59 -1.75 -1.94 -2.14 -2.36 -2.6 -2.86 -3.15 -3.47 -3.82
0.4 -0.69 -0.76 -0.83 -0.91 -1 -1.09 -1.19 -1.29 -1.41 -1.53 -1.66 -1.8 -1.94 -2.1 -2.26 -2.42
0.5 -0.55 -0.59 -0.64 -0.69 -0.74 -0.79 -0.85 -0.9 -0.96 -1.01 -1.07 -1.11 -1.16 -1.19 -1.22 -1.23
0.6 -0.43 -0.46 -0.48 -0.51 -0.53 -0.56 -0.58 -0.59 -0.6 -0.61 -0.6 -0.58 -0.54 -0.49 -0.41 -0.3
0.7 -0.34 -0.35 -0.37 -0.38 -0.38 -0.38 -0.37 -0.36 -0.34 -0.3 -0.24 -0.17 -0.07 0.05 0.209 0.409
0.8 -0.28 -0.28 -0.28 -0.28 -0.27 -0.25 -0.23 -0.19 -0.14 -0.07 0.016 0.127 0.268 0.444 0.661 0.929
0.9 -0.23 -0.23 -0.22 -0.21 -0.19 -0.16 -0.12 -0.07 0.002 0.09 0.201 0.34 0.512 0.724 0.983 1.299

1 -0.2 -0.19 -0.18 -0.16 -0.13 -0.1 -0.05 0.017 0.098 0.2 0.327 0.485 0.679 0.916 1.204 1.552
1.1 -0.18 -0.17 -0.15 -0.13 -0.1 -0.05 1E-04 0.07 0.159 0.271 0.409 0.578 0.786 1.039 1.345 1.714
1.2 -0.17 -0.15 -0.14 -0.11 -0.08 -0.03 0.026 0.101 0.194 0.31 0.454 0.631 0.847 1.108 1.425 1.806
1.3 -0.16 -0.15 -0.13 -0.1 -0.07 -0.02 0.037 0.113 0.208 0.326 0.473 0.652 0.871 1.136 1.457 1.843
1.4 -0.16 -0.15 -0.13 -0.1 -0.07 -0.02 0.035 0.111 0.206 0.324 0.47 0.649 0.867 1.132 1.452 1.837
1.5 -0.17 -0.15 -0.14 -0.11 -0.08 -0.03 0.024 0.098 0.191 0.308 0.451 0.627 0.842 1.103 1.419 1.799
1.6 -0.17 -0.16 -0.15 -0.12 -0.09 -0.05 0.006 0.078 0.168 0.28 0.419 0.591 0.8 1.055 1.364 1.736
1.7 -0.18 -0.18 -0.16 -0.14 -0.11 -0.07 -0.02 0.05 0.136 0.244 0.378 0.543 0.746 0.993 1.292 1.654
1.8 -0.2 -0.19 -0.18 -0.16 -0.13 -0.09 -0.05 0.018 0.1 0.202 0.33 0.488 0.682 0.919 1.208 1.557
1.9 -0.21 -0.2 -0.19 -0.18 -0.15 -0.12 -0.08 -0.02 0.059 0.155 0.276 0.426 0.611 0.838 1.114 1.449

2 -0.22 -0.22 -0.21 -0.2 -0.18 -0.15 -0.11 -0.06 0.015 0.104 0.218 0.359 0.534 0.75 1.013 1.333
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v(C)-v(D) Power index (value function)
0.045983 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6

0.001 3E-302 4E-302 5E-302 7E-302 9E-302 1E-301 2E-301 2E-301 2E-301 3E-301 3E-301 4E-301 5E-301 6E-301 7E-301 9E-301

0.1 2E-04 3E-04 4E-04 5E-04 7E-04 9E-04 0.001 0.001 0.002 0.002 0.003 0.003 0.004 0.005 0.006 0.007
0.2 0.003 0.005 0.008 0.012 0.016 0.021 0.028 0.036 0.045 0.057 0.07 0.087 0.106 0.129 0.156 0.188
0.3 0.002 0.008 0.015 0.024 0.035 0.048 0.064 0.084 0.108 0.136 0.171 0.212 0.261 0.32 0.389 0.471
0.4 -0 0.003 0.013 0.025 0.04 0.058 0.081 0.108 0.142 0.182 0.231 0.289 0.359 0.442 0.542 0.659
0.5 -0.01 -0.01 0.004 0.017 0.033 0.053 0.078 0.108 0.145 0.19 0.244 0.31 0.389 0.483 0.595 0.729
0.6 -0.02 -0.02 -0.01 0.004 0.019 0.039 0.063 0.092 0.129 0.173 0.227 0.293 0.372 0.466 0.58 0.715
0.7 -0.03 -0.03 -0.02 -0.01 0.004 0.021 0.043 0.07 0.103 0.144 0.194 0.255 0.329 0.418 0.524 0.652
0.8 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.004 0.023 0.046 0.075 0.111 0.156 0.21 0.276 0.356 0.452 0.567
0.9 -0.05 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.004 0.024 0.048 0.079 0.117 0.164 0.221 0.291 0.375 0.476

1 -0.05 -0.05 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.004 0.024 0.05 0.082 0.121 0.17 0.229 0.301 0.388
1.1 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.005 0.025 0.051 0.084 0.124 0.174 0.235 0.308
1.2 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.005 0.026 0.053 0.086 0.127 0.177 0.239
1.3 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.006 0.027 0.054 0.087 0.129 0.179
1.4 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.007 0.029 0.055 0.089 0.13
1.5 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.008 0.03 0.057 0.09
1.6 -0.04 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.01 0.031 0.058
1.7 -0.04 -0.04 -0.04 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.04 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 0.012 0.033
1.8 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.04 -0.04 -0.03 -0.03 -0.02 -0 0.013
1.9 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.05 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01 -0

2 -0.03 -0.03 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.04 -0.03 -0.02 -0.01
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Reversal Power index (value function)
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6

0.001 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

0.1 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

0.2 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

0.3 TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

0.4 FALSE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

0.5 FALSE FALSE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

0.6 FALSE FALSE FALSE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE

0.7 FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE FALSE FALSE FALSE

0.8 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE TRUE TRUE TRUE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

0.9 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE TRUE TRUE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.1 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.2 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.3 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.4 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.5 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.6 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.7 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.8 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

1.9 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE

2 FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE FALSE
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図５．左側から色のついた部分が、B＞A、C＞D、およびそれらの連言である。 Excelのデータテーブル分析
を用いて作成。横軸（列ラベル）は価値関数の指数（0.1, 0.2, …, 1.6）、縦軸（行ラベル）は確率加重関数の
パラメータ（γ＝0.001，0.1, 0.2, …, 2.0)。 
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なお図１ｂのCCE例に対してこのモデルは無力だが、マッチング後の利得差に適用すれば可能であるが、詳
しくは読者に委ねる。 


